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シートをはさんで吸湿中の文書群（10月18日）





ここからは東京文書救援隊開発の簡易機器とその作業



乾燥には扇風機も活躍







東日本大震災と日本のアーキビストたち

・ 東日本大震災・津浪 現用公文書の被災と救済

・ 文書館・図書館・博物館…

・ 民間文書の救済

・ 無くなったものが何かさえ分からない状況

→ 指定文化財ではないものの「運命」？

・ 大地震は近いのか？

→ 東寺と地震 1361年 1585年 1853年

・ → 南海トラフと地震の周期



青木睦氏提言



京都府立京都学・歴彩館



収蔵庫



さまざまな工夫



温湿度管理 他



地下収蔵庫提案

収蔵庫消火設備は、クリ
ティカルユースとしてリサ
イクルハロン消火剤活用

ドライエリア・グレーチ
ングを設け、地下外壁メ
ンテナンススペース確保



地盤の嵩上げ

ハザードマップ・現状地盤から50㎝嵩上げ・集
中豪雨雨水侵入対策・市の開発許可非該当のた
め、盛土は30㎝・残り20㎝は入り口付近のス

ロープ化かにより計50㎝



環境対策 ⇒ 環境配慮と徹底した省エネルギー技術の提案



グレーチング点検





東寺百合文書ＷＥＢの意義

「クリエイティブ・コモンズ 表示２.１ 日本
ライセンス」（CCBY) による提供

原則として資料画像を含めてＷＥＢ上のコンテンツすべて

 東寺百合文書全ての資料画像を

公開

 高画質の画像を自由にダウン

ロード可能

 全点の目録検索のほか、和暦、

西暦及びキーワードなどによる

検索も可能

 可能なかぎり、世界のだれでも、

いつでも、資料にアクセス

 「百合百話」欄の開設 → わ

かりやすく興味深い解説を

 一つの保全策（＝「保険」）

か？





文化遺産防災国際シンポジウム 2015年12月13日開催（京
都）



東寺の防災史

東寺と所蔵資料の危機

・ 東寺は、796年に創建されたが、その長い歴史の中で、たびたび危機
に直面した。

・ 「危機」の種類は様々だった。

・ 主なものは、地震 落雷 火災、盗難、土一揆、戦乱、落雷、地震
…など

・ 最も大きな危機は、戦乱と地震であった。

・ 危機に遭遇すると、寺僧たちは宝物や文書を懸命に運び出した。

戦乱の中では、遠隔の別の寺院に運び出すこともあったが、効果が
ない場合もあった。

その寺院が戦闘の場になってしまうこともあったからだ。

・ 空襲をともなう現代の戦争と大地震は最大の危機をもたらした。



太平洋戦時下の京都府の文化財行政

前史

・ 1920～30年代、1941年まで、京都府は専門家を雇って、国宝の建
造物の保存・修理を督励したり、独自に宝物

調査を進めていた。

戦時下の京都の文化財

・ 1943.12.14. 国宝・重要美術品ノ防空施設整備要綱（閣議決定）
→ 国体擁護・大東亜共栄圏文化創造が主眼

防空施設の実施 分散疎開 空襲による被害を最
小限度に防止

・ 1944～45年 二条城、醍醐寺三宝院宝物館、鞍馬寺、仁和寺など
の収蔵設備に防護施設をつくり、監守常置し、

開準備をしたり、国宝の収蔵を実施。長岡天満
宮宝物庫賃借も検討。

防災方法 疎開や貯水槽設置のほか、天井板取り外し、渡り廊下撤
去、附属建物除去、警備員増強などを指示。



ネパール大地震 地震直後の現地状況（写真提供：日本赤十字社）



世界の文化遺産防災体制の強化のために

• ブルーシールド国際委員会による救援が行われた2015年４月のネパール地
震について、カイ・ワイズさん（ネパールＩＣＯＭＯＳ委員長）が報告し
た。

• 陸軍が重機を使って、倒壊した寺院のがれきを取り除こうとしたが、さ
らなる破壊を招く恐れがあり、協議の結果、文化遺産の復旧は考古省が監
督することになった。軍、警察、市町村、考古省の代表が毎日のように話
し合った。文化遺産をどう守るかという軍に対する研修ができていなかっ
たので、適切に対応するまでに時間がかかった。ワイズさんは、ネパール
がハーグ条約に批准し、再び災害が来るまでにシステムを整える必要があ
ると話した。



社会変動からくる危機：歴史資料や学校図書館の「危機」

・ 資料保存の主体＝家・集団・共同体（地域社会）の衰退

「郷土資料」の「危機」

・ 学校統廃合と学校資料・学校図書館の「危機」

・ 「現地保存主義」原則の問い直し



多様な担い手たちの分業と協業 私見

※ 「出かけ、働きかける図書館へ」 → 防災情報・防災教育と図書館

１．博物館・図書館・文書館 → ＭＬＡ連携の叫ばれる中で

２．来館者は何を求めているか？が第一

３．来館しない人たちを視野に入れているか？

※ ＩＣＯＭ舞鶴ミーティング2018（2018.9.30.開催）に参加して

1 メライナ・カマイラ ケバ フィジー

グローバル問題の発信拠点としてのミュージアム：太平洋及び世界の気候変動への意識を高め、取組を促進させるフィジー

博物館の活動

2 エリカ・ディワタ・ M・ジャシント フィリピ ン 災害を語る：フィリピンでの美術展を通して伝える

3 サトゥ・イトコネン フィンラ ンド 幸福感を高める美術館

4 島 絵里子 日本 多様な文化的背景をもつ人々が安心して語らうことのできる場としてのミュージアムの可能性－マ

レーシア国立博物館におけ る多国籍ボランティアの活動の事例から－

5 ジュディス・マカレスター アイルランド リパトリエーション（返還）と癒しの博物館

6 モリエン・リース ノルウェ － 急速に変化する世界で持続可能性を促進させる役割を担う文化拠点としての博物館



ご清聴ありがとうございました。


